
 
 

 ①シェイクダウン証明 
車両の完成と走行を証明するシェイクダウン証明の提出に

向けて活動しました。当期は電装班が存在せず、エンジン始

動やアイドリングの安定化においてノウハウのない中での手

探りの車両調整など試行錯誤が続きましたが、チーム一丸と

なって課題解決に努めました。期限直前まで粘り強く調整を

重ね、初めてアイドリングが安定した際には計り知れない達

成感がありました。その後に提出した走行動画の審査も無事

にクリアし、大会本戦への出場権を獲得することができまし

た。 
シェイクダウン証明に向けた車両調整の様子 

②学生フォーミュラ日本大会出場 
 

愛知国際展示場で開催された日本大会に参加しま

した。現地では、マシンの安全性や設計の妥当性を

問われる機械車検、および車両を傾斜させて燃料等

の漏れをチェックするチルト試験を突破いたしまし

た。しかし、その後に控えていた騒音試験において

マフラー付近に不具合が生じ、何度も修復を試みた

ものの制限時間内の通過には至らず、動的審査への

進出は叶いませんでした。現地での突発的なトラブ

ルへの対応や、時間管理の重要性を改めて学ぶ経験

となりました。 騒音審査に臨む車両とチームメンバー 

 

私たちは毎年9月に愛知国際展示場で行われる学生フォーミュラ大会の出場を目標にし、日々活動しています。 

参加部員の集合写真 

活動内容（2025年後学期） 

指導教員 小島一恭 教授 佐藤博之 教授 

活動部員数 2026年6月現在25名 

SITフォーミュラプロジェクト 



 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

SOLIDWORKS講習会 

ホンダマイスタークラブの方々との集合写真 
 
⑤株式会社HKS様への工場訪問 
株式会社HKS様への工場訪問を実施し、製品の製造現場

や開発環境を見学させていただくことで、プロの品質管理

や高度な加工技術を肌で学びました。また、同社からはエ

ンジン制御コンピューター「F-CON」をご提供いただいて

おり、実車への実装に向けた具体的な技術アドバイスも頂

戴いたしました。この単気筒エンジンへのF-CON実装は同

社にとっても前例のない初の試みであり、現在もセッティ

ング等に向けて継続して技術的なやり取りをさせていただ

いています。 

年間活動計画 

③ゴーカート大会 
ドライバーの運転技術向上とチームワーク強化を目的と
したカート大会をF.ドリーム平塚にて実施いたしました。
2月に実施したカート大会では当チームから9名のメンバ
ーが参加しました。自身の操作に対して車両がどのよう
な挙動を示すかという基礎的な車両特性を体感し、ドラ
イビングの本質的な感覚を掴むことで、それぞれの運転
スキル向上を図るとともに、メンバー間の交流を深める
ことで結束力の強化に繋げることができました。 

表彰式でのシャンパンファイトの様子 

④本田技研工業株式会社様の来校 
当チームのスポンサーである本田技研工業株式会社

のOBであるホンダマイスタークラブの方々に部室へ
足を運んでいただき、日本大会の結果や活動内容を踏
まえながら様々なアドバイスをいただきました。特に
年間の活動スケジュールの立て方や、動的審査への出
場に向けた車体制作の進捗管理について、他大学チー
ムの例を交えながら多くの貴重なご指摘や助言を頂戴
しており、チームの発展へ多くの手を差し伸べていた
だいています。 

ご提供いただいたエンジン制御コンピューター「F-CON」 


